
第
二
十
一
回
「
毎
日
俳
句
大
賞
」
佳
作
入
賞
作
品 

 

ひ
ま
わ
り
は
土
に
根
を
は
る
太
陽
だ 

 
 

五
年 

中
須
瑛
介 

金
魚
ば
ち
中
の
二
匹
は
君
の
様 

 
 

 
 

六
年 

新
井
陽
巳 

先
生
に
そ
っ
ぽ
向
い
て
る
ひ
ま
わ
り
さ
ん 

六
年 

三
島
碧
衣 

人
間
と
金
魚
が
お
よ
い
で
人
が
勝
つ 

 
 

六
年 

森
川
真
裕 

教
室
か
ら
一
歩
進
め
ば
南
風 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

七
年 

 

本
山
祥
葵 

水
音
と
風
に
ゆ
ら
れ
る
青
田
か
な 

 
 

 

七
年 

弓
削
正
太
朗 

俳
句
書
く
鉛
筆
の
音
夏
空
に 

 
 

 
 

 

八
年 

伊
藤 

渚 

青
嵐
ポ
ス
ト
の
中
に
我
が
手
紙 

 
 

 
 

八
年 

稲
月
勇
心 

月
下
美
人
は
か
な
き
命
は
美
し
い 

 
 

 

八
年 

加
藤
舞
乙 

梅
雨
明
け
て
私
の
心
明
る
く
し 

 
 

 
 

八
年 
佐
竹
杏
梨 

丸
つ
け
で
イ
ン
ク
が
に
じ
む
夏
の
月 

 
 

九
年 

石
原
光
大 

響
く
音
息
を
合
わ
せ
る
溽
暑
か
な 

 
 

 

九
年 

乾
瑛
里
奈 

夕
焼
け
や
君
の
背
中
は
遠
く
な
る 

 
 

 

九
年 

粥
川
修
海 

家
出
れ
ば
直
ち
に
塾
へ
夏
の
空 

 
 

 
 

九
年 

深
澤
和
真 

五
時
間
目
眠
気
を
覚
ま
す
梅
雨
の
雷 

 
 

九
年 

星
野
日
向
子 

声
響
き
一
球
に
散
る
夏
の
雨 

 
 

 
 

 

九
年 

松
崎
航
太 

梅
雨
の
雷
今
日
も
鉛
筆
手
に
握
る 

 
 

 

九
年 

三
上
桃
果 


